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10月 5 日（土）　 9 ：10～10：10
会長講演

座長　有賀　　正（社会医療法人 母恋　日鋼記念病院・天使病院）

演題番号 演者 所属 演題

会長講演 小
こ

林
ばやし

　一
いち

郎
ろう

KKR 札幌医療センター　
小児アレルギーリウマチ
センター

自己免疫のメカニズム

会　長　講　演

10月 4 日（金）　13：00～14：10
特別講演

座長　小林　一郎（KKR札幌医療センター　小児・アレルギーリウマチセンター）

演題番号 演者 所属 演題

特別講演 渥
あつ

美
み

　達
たつ

也
や

北海道大学大学院医学研
究院　免疫・代謝内科学
教室

全身性エリテマトーデスを克服するために

特　別　講　演
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10月 4 日（金）　16：00～18：00
スポンサードシンポジウム 1 　若年性特発性関節炎の病態と新分類基準

座長　清水　正樹（金沢大学医薬保健研究域医学系小児科）
　　　岡本　奈美（大阪医科大学　小児科）　　　　　　　

共催　あゆみ製薬株式会社

シンポジウム

10月 6 日（日）　 8 ：00～10：00
スポンサードシンポジウム 2 　多彩な自己炎症性疾患を紐解く

座長　西小森隆太（久留米大学医学部　小児科学教室）
　　　坂東　由紀（北里大学メディカルセンター）　　

共催　ノバルティスファーマ株式会社

演題番号 演者 所属 演題

SS2－1 田
た

中
なか

　孝
たか

之
ゆき 京都大学 大学院医学研究

科 発達小児科学
インフラマソームを介した自己炎症性疾患の診断・治療
に iPS 細胞がどのように役立つか？

SS2－2 神
こう

戸
べ

　直
なお

智
とも

関西医科大学皮膚科 NF- κ B 経路が関わる自己炎症

SS2－3 江
え

波
ば

戸
と

孝
たか

輔
すけ 北里大学 医学部　小児科

学
Type Ⅰ Interferonopath

SS2－4 植
うえ

木
き

　将
まさ

弘
ひろ 京都大学大学院医学研究

科　細胞機能制御学

Linear ubiquitin assembly complex と OTULIN による炎
症と細胞死の制御～ OTULIN-related autoinflammatory 
syndrome 患者の解析を通して～

SS2－5 向
むか

井
い

　知
とも

之
ゆき 川崎医科大学　リウマチ・

膠原病学
チェルビズム

演題番号 演者 所属 演題

　　　 岡
おか

本
もと

　奈
な

美
み

大阪医科大学小児科 オープニングリマークス

SS1－1 岡
おか

本
もと

　奈
な

美
み

大阪医科大学小児科 分類基準とトランスレーショナルリサーチ

SS1－2 清
し

水
みず

　正
まさ

樹
き 金沢大学医薬保健研究域

医学系小児科
全身型若年性特発性関節炎の病態と分類基準

SS1－3 山
やま

﨑
ざき

　雄
ゆう

一
いち

鹿児島大学病院　小児科 少関節炎・多関節炎の病態と分類基準

SS1－4 秋
あき

岡
おか

　親
しん

司
じ 京都府立医科大学大学院

医学研究科小児科学
付着部炎関連関節炎・乾癬性関節炎の病態と分類基準

　　　 岡
おか

本
もと

　奈
な

美
み

大阪医科大学小児科 クロージングリマークス
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10月 6 日（日）　10：00～11：50
スポンサードシンポジウム 3

座長　伊藤　秀一（横浜市立大学大学院 医学研究科 発生成育小児医療学）
共催　グラクソ・スミスクライン株式会社

演題番号 演者 所属 演題

SS3－1 沖
おき

山
やま

奈
な

緒
お

子
こ 筑波大学医学医療系 皮膚

科
皮膚ループスプラクティスとＢ細胞制御療法機構の解説 

SS3－2 伊
い

藤
とう

　秀
しゅう

一
いち

横浜市立大学大学院医学
研究科　発生成育小児医
療学

小児期発症 SLE の治療目標とその達成のために 

SS3－3 保
やす

田
だ

　晋
しん

助
すけ

北海道大学大学院医学研
究院　免疫・代謝内科学
教室

成人 SLE の評価・治療の問題点と展望～ガイドラインを
ふまえた分子標的治療の位置づけ～

10月 5 日（土）　 8 ：00～ 9 ：00
男女共同参画シンポジウム

小児リウマチ医をつづけるために　キャリア形成とプロフェッショナリズムをどう考える？

座長　坂東　由紀（北里大学メディカルセンター）
　　 　今中　啓之（社会医療法人童人会 池田病院）

演題番号 演者 所属 演題

GE－1 中
なか

山
やま

　承
つぐ

代
よ

札幌市西区保健福祉部
北海道小児科男女共同参画会議（エゾモモンガ会）の活
動報告

GE－2 中
なか

野
の

　直
なお

子
こ 愛媛大学大学院医学系研

究科　小児科学講座
愛媛大学の現状

GE－3 杉
すぎ

田
た

　侑
ゆう

子
こ 大阪医科大学　泌尿生殖・

発達医学講座　小児科
小児リウマチ医を生き抜くために～駆け出しの私の経験
から～

GE－4 岡
おか

本
もと

　奈
な

美
み 大阪医科大学小児科学教

室
指定発言
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10月 6 日（日）　13：10～14：50
シンポジウム 2 　移行支援の日常実践に向けて

座長　松井　利浩（国立病院機構相模原病院リウマチ科）　　　　　　　　　　　　　　　
　　　宮前多佳子（東京女子医科大学病院膠原病リウマチ痛風センター　小児リウマチ科）

演題番号 演者 所属 演題

SY2－1 宮
みや

前
まえ

多
た

佳
か

子
こ

東京女子医科大学病院膠
原 病 リ ウ マ チ 痛 風 セ ン
ター　小児リウマチ科

Overview ～小児リウマチ性疾患・自己炎症疾患の移行支
援の現況と課題～

SY2－2 梅
うめ

林
ばやし

　宏
ひろ

明
あき 宮城県立こども病院　リ

ウマチ・感染症科
宮城県立こども病院における移行支援の実際

SY2－3 坂
ばん

東
どう

　由
ゆ

紀
き 北里大学メディカルセン

ター
総合病院（大学病院）における移行支援チームの役割と
活動の実際

SY2－4 西
にし

山
やま

　　進
すすむ

一般財団法人倉敷成人病
センター　リウマチ膠原
病センター

移行症例の診療経験に基づいた成人科医からの今後の課
題の提唱～自己炎症疾患も含めて

SY2－5 汲
くみ

田
た

　明
あけ

美
み

愛知県立大学看護学部 日常診療における移行支援でコメディカルが目指すもの

10月 5 日（土）　10：20～12：20
シンポジウム 1 　皮膚筋炎の多様性：小児と成人、日本と世界

座長　秋岡　親司（京都府立医科大学大学院医学研究科　小児科学）　　　　　　
　　　小林　一郎（KKR札幌医療センター　小児・アレルギーリウマチセンター）

演題番号 演者 所属 演題

SY1－1 清
し

水
みず

　　潤
じゅん 東京工科大学医療保健学

部、東京大学脳神経内科
筋病理から見た皮膚筋炎

SY1－2 藤
ふじ

本
もと

　　学
まなぶ 大阪大学大学院医学系研

究科　皮膚科学
皮膚科からみた小児と成人の皮膚筋炎

SY1－3 中
なか

嶋
しま

　　蘭
らん 京都大学大学院医学研究

科臨床免疫学
成人皮膚筋炎における筋炎特異的自己抗体と間質性肺炎

SY1－4 岸
きし

　　崇
たか

之
ゆき 東 京 女 子 医 科 大 学 病 院　

小児科
欧米若年性皮膚筋炎における筋炎特異的自己抗体

SY1－5 小
こ

林
ばやし

　法
のり

元
もと

長野赤十字病院小児科
本邦における若年性特発性炎症性筋疾患に合併する間質
性肺炎と筋炎特異的自己抗体
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10月 5 日（土）　12：30～13：30　第 1 会場
ランチョンセミナー 1 　若年性特発性関節炎 up to date

座長　金城　紀子（琉球大学大学院医学研究科　育成医学）
共催　ファイザー株式会社

ランチョンセミナー

演題番号 演者 所属 演題

LS－1 清
し

水
みず

　正
まさ

樹
き 金沢大学医薬保健研究域

医学系小児科
若年性特発性関節炎　up to date

10月 6 日（日）　12：00～13：00　第 1 会場
ランチョンセミナー 2 　若年性特発性関節炎における最新の話題

座長　岩田　直美（あいち小児保健医療総合センター　感染免疫科）
共催　アッヴィ合同会社／エーザイ株式会社

演題番号 演者 所属 演題

LS－2 岡
おか

本
もと

　奈
な

美
み

大阪医科大学小児科 若年性特発性関節炎における TNF の関わりと適正治療
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10月 5 日（土）　14：40～16：10　第 1 会場
アフタヌーンセミナー 1 　血管炎症候群の成因と治療の実際

10月 5 日（土）　14：40～16：10　第 2 会場
アフタヌーンセミナー 2 　sJIAにおけるIL－ 1β標的治療～イラリス適応 1 年から今後を考える～

座長　谷内江昭宏（金沢大学附属病院　医療安全管理部）　　　 　
　　　中野　直子（愛媛大学大学院医学系研究科　小児科学講座）

共催　中外製薬株式会社

座長　岩田　直美（あいち小児保健医療総合センター 感染免疫科）
共催　ノバルティスファーマ株式会社

アフタヌーンセミナー

演題番号 演者 所属 演題

AS2－1 西
にし

村
むら

　謙
けん

一
いち

横浜市立大学大学院 医学
研究科 発生成育小児医療
学

カナキヌマブ承認後の全身型若年性特発性関節炎に対す
る治療戦略 

AS2－2 清
し

水
みず

　正
まさ

樹
き 金沢大学医薬保健研究域

医学系小児科
サイトカイン解析からみた全身型若年性特発性関節炎の
病態と治療戦略

演題番号 演者 所属 演題

AS1－1 吉
よし

藤
ふじ

　　元
はじめ

京都大学大学院医学研究
科　内科学講座臨床免疫
学

血管炎症候群の分類と病態

AS1－2 中
なか

野
の

　直
なお

子
こ 愛媛大学大学院医学系研

究科　小児科学講座
小児の血管炎症候群の診断、治療について

AS1－3 石
いし

津
づ

　明
あき

洋
ひろ 北海道大学大学院保健科

学研究院
病理組織像からみた血管炎の発症機序
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10月 4 日（金）　14：25～15：45
若手優秀演題奨励賞候補演題　研究部門／症例部門

座長　小林　一郎（KKR札幌医療センター　小児・アレルギーリウマチセンター）
　　　西小森隆太（久留米大学　小児科学）　　　　　　　　　　　　　　　　　

若手優秀演題奨励賞候補演題

演題番号 演者 所属 演題

EX－1 佐
さ

藤
とう

　裕
ひろ

範
のり 千葉県こども病院　アレ

ルギー・膠原病科
再燃を繰り返す全身型若年性特発性関節炎患者における
血清 microRNA の解析

EX－2 宮
みや

本
もと

　尚
たか

幸
ゆき 京都大学　大学院　医学

研究科　小児科
不明熱診療における末梢血 1 型インターフェロン応答遺
伝子群の発現解析の有用性

EX－3 川
かわ

原
はら

　勇
ゆう

太
た 自治医科大学とちぎ子ど

も医療センター　小児科
抗 ds-DNA 抗体陰性全身性エリテマトーデスの網羅的遺
伝子解析

EX－4 丸
まる

山
やま

　悠
ゆう

太
た 信州大学　医学部　小児

医学教室

病勢のコントロールに血中 EB ウイルスモニタリング及び
リツキシマブが有効であった全身型若年性特発性関節炎
の一例

EX－5 田
た

中
なか

　理
り

貴
き 東京女子医科大学　小児

科学講座
マクロファージ活性化症候群を発症した若年性皮膚筋炎
の一女児例

EX－6 水
みず

落
おち

　　清
きよし 東京女子医科大学　小児

科学講座

早期より間質性肺炎を合併したがシクロホスファミド療
法を必要としなかった抗 MDA- 5 抗体陰性若年性皮膚筋
炎の 1 女児例

EX－7 井
いの

上
うえ

なつみ 金沢大学　医薬保健研究
域　医学系　小児科

トシリズマブが有効であった TNF 阻害薬抵抗性難治性皮
膚型結節性多発動脈炎の 1 例

EX－8 茂
しげ

原
はら

　研
けん

司
じ

岡山大学病院　小児科 エトスクシミドにより誘発された膠原病類似疾患の検討
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10月 5 日（土）　10：20～11：10
JIA①（生物学的製剤）

10月 5 日（土）　11：20～12：00
JIA②

座長　今川　智之（神奈川県立こども医療センター ）　　　　 　
　　　梅林　宏明（宮城県立こども病院　リウマチ・感染症科）

座長　今中　啓之（社会医療法人童人会 池田病院）
　 　　　鬼頭　敏幸（愛知学院大学 薬学部 疾患病態学）

一般演題　10月 5 日（土）　第 2 会場

演題番号 演者 所属 演題

O－1 大
おお

西
にし

　　愛
あい

横浜市立大学大学院医学
研究科　発生成育小児医
療学

難治性若年性特発性関節炎患者におけるカナキヌマブの
使用実態と有用性の検討

O－2 西
にし

村
むら

　謙
けん

一
いち

横浜市立大学大学院医学
研究科　発生成育小児医
療学

トシリズマブ皮下注製剤にスイッチした全身型若年性特
発性関節炎患者の実態調査

O－3 目
め

黒
ぐろ

　敬
たか

章
あき 静岡県立こども病院　免

疫アレルギー科
当科における若年性特発性関節炎に対する生物学的製剤
の投与状況についての検討

O－4 村
むら

瀬
せ

　絢
あや

子
こ

横浜市立大学大学院　医
学研究科　発生成育小児
医療学

生物学的製剤を使用した関節型若年性特発性関節炎患者
の休薬状況に関する検討

O－5 久
く

保
ぼ

田
た

知
とも

洋
ひろ

鹿児島市立病院　小児科
関 節 型 JIA 患 者 に お け る 生 物 学 的 製 剤 の 中 止 状 況
-TeMPRA 共同研究 -

演題番号 演者 所属 演題

O－6 宮
みや

前
まえ

多
た

佳
か

子
こ

東 京 女 子 医 科 大 学 病 院　
膠原病リウマチ痛風セン
ター　

若年性特発性関節炎における身体機能評価指数 日本語版
CHAQ の国際適応を目指した改訂

O－7 清
し

水
みず

　正
まさ

樹
き 金沢大学　医薬保健研究

域　医学系　小児科

成人発症スティル病の母より出生し、新生児期にマクロ
ファージ活性化症候群を発症した 3 症例の臨床的検討　
～ IL- 1 8 モニタリングの重要性～

O－8 清
し

水
みず

　正
まさ

樹
き

金沢大学　小児科
トシリズマブ治療中に発症した全身型若年性特発性関節
炎に合併したマクロファージ活性化症候群症例の臨床的
特徴

O－9 木
き

澤
ざわ

　敏
とし

毅
たか

JCHO 札幌北辰病院小児科 トシリズマブ使用中に急性腹症で緊急手術を要した 2 例
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10月 5 日（土）　16：10～17：10
SLE①（症例）

10月 5 日（土）　17：20～18：10
SLE②（研究）

座長　久保田知洋（鹿児島市立病院 小児科）  　　
　　　大友　義之（順天堂大学 練馬病院 小児科）

座長　和田　靖之（東京慈恵会医科大学附属柏病院　小児科）
　　　原　　良紀（横浜市立大学　小児科）　　　　　　　　

演題番号 演者 所属 演題

O－16 水
みず

田
た

　麻
ま

雄
お 金沢大学　医薬保健研究

域　医学系　小児科
全身性エリテマトーデスに合併したマクロファージ活性
化症候群症例の網羅的サイトカイン解析

O－17 岸
きし

　　崇
たか

之
ゆき 東 京 女 子 医 科 大 学 病 院　

小児科
医療情報データベースを用いた小児全身性エリテマトー
デスの薬物使用実態の検討

O－18 大
おお

原
はら

亜
あ

沙
さ

実
み あいち小児保健医療総合

センター　感染免疫科
小児期発症全身性エリテマトーデスにおける EULAR/
ACR 分類基準（2019）の検討

O－19 岩
いわ

田
た

　直
なお

美
み あいち小児保健医療総合

センター
小児期の抗リン脂質抗体症候群に関する臨床的検討

O－20 進
しん

藤
どう

　圭
けい

介
すけ

大阪医科大学　小児科
病勢改善に伴い血清 LRG 値が低下した小児全身性エリテ
マトーデスの 2 例

演題番号 演者 所属 演題

O－10 下
しも

村
むら

　真
まさ

毅
き KKR 札幌医療センター　

小児科
全身性エリテマトーデスとシェーグレン症候群を合併し
た重症心身障害児の 1 女児例

O－11 久
く

保
ぼ

　　裕
ひろし 京都府立医科大学大学院

医学研究科小児科学
全身性エリテマトーデスに合併した血栓性血小板減少性
紫斑病にベリムマブが奏功した 1 例

O－12 西
にし

田
だ

　大
だい

恭
すけ あいち小児保健医療総合

センター　感染免疫科
混合型自己免疫性溶血性貧血を合併した全身性エリテマ
トーデスの 1 例

O－13 細
ほそ

野
の

由
ゆ

似
い

子
こ 金沢大学　医薬保健研究

域　医学系　小児科
べリムマブが有効であった小児期発症全身性エリテマ
トーデスの 5 例の検討

O－14 野
の

田
だ

佳
か

奈
な

子
こ 京都府立医科大学附属病

院　小児科
免疫調整剤 X の過量服薬による急性薬物中毒に対し脂肪
乳剤が奏効した一例

O－15 中
なか

岸
ぎし

　保
やす

夫
お 兵庫県立こども病院　リ

ウマチ科
I 型インターフェロン症を疑う 9 歳の女児症例
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10月 6 日（日）　 8 ：00～ 8 ：40
血管炎①

10月 6 日（日）　 8 ：40～ 9 ：20
血管炎②

座長　中野　直子（愛媛大学医学部　小児科）  　　
　　　川崎　幸彦（札幌医科大学医学部　小児科）

座長　藤田　之彦（あしかがの森 足利病院）　　 　
　　　大倉　有加（KKR札幌医療センター　小児科） 

一般演題　10月 6 日（日）　第 2 会場

演題番号 演者 所属 演題

O－21 阿
あ

部
べ

　直
なお

紀
き あいち小児保健医療総合

センター　感染免疫科
筋症状を認めた結節性多発動脈炎 3 小児例の臨床的特徴

O－22 米
よね

田
だ

　堅
けん

佑
すけ 静岡県立こども病院　免

疫アレルギー科
高安動脈炎に合併したと考えられた後腹膜線維症の小児
例

O－23 大
おお

西
にし

　　愛
あい

横浜市立大学大学院　医
学研究科　発生成育小児
医療学

右室内腫瘤，広範な脳静脈洞血栓塞栓  ，多発肺結節を呈
した不明熱の 15 歳男児例

O－24 作
さく

村
むら

　直
なお

人
と 金沢大学医薬保健研究域

医学系 小児科
トシリズマブ治療中の高安動脈炎症例における IL- 6 モニ
タリングの有用性

演題番号 演者 所属 演題

O－25 藤
ふじ

井
い

まどか 横 浜 市 立 大 学 附 属 病 院　
小児科

輪状紅斑が先行しリウマチ熱との鑑別を要した川崎病の
5 歳女児例

O－26 伊
い

藤
とう

美
み

津
つ

江
え 伊勢赤十字病院　小児科

／新生児科
直腸炎で発症し HLAB51 が検出された 15 歳川崎病の 1
例

O－27 加
か

藤
とう

　幸
こう

子
こ 東京医科大学 小児科・思

春期科学分野
血清 IL-18 が高値であり冠動脈病変を合併した川崎病の
1 例

O－28 服
はっ

部
とり

　成
せい

良
ら

横浜市立大学大学院　医
学研究科　発生成育小児
医療学

免疫グロブリン大量静注療法不応川崎病におけるインフ
リキシマブ不応例の検討
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10月 6 日（日）　 9 ：30～10：10
皮フ筋炎

座長　金城　紀子（琉球大学大学院　医学研究科　育成医学）　
　　　竹崎俊一郎（北海道大学大学院　医学研究院　小児科学）

演題番号 演者 所属 演題

O－29 松
まつ

尾
お

友
ゆ

里
り

子
こ

長崎大学病院 小児科
強皮症症状を合併した抗 Ku 抗体，抗 OJ 抗体陽性の若年
性皮膚筋炎（JDM）の女児例

O－30 外
そと

園
ぞの

　晃
あき

弘
ひろ

京都府立医科大学附属病
院　 卒 後 臨 床 研 修 セ ン
ター

多彩な病像を示した間質性肺炎合併抗 MDA 5 抗体陽性
若年性皮膚筋炎の一例

O－31 河
かわ

合
い

　　慧
あきら 茨城県立こども病院　小

児総合診療科
急性間質性肺炎を伴い早期から多剤免疫抑制療法を導入
した抗 TIF 1 - γ抗体陽性若年性皮膚筋炎の 3 歳女児例

O－32 山
やま

崎
ざき

　和
かず

子
こ

聖 マ リ ア ン ナ 医 科 大 学　
リウマチ　膠原病　アレ
ルギー内科

ミコフェノール酸モフェチルとタクロリムス併用療法が
著効した間質性肺疾患合併抗 MDA 5 抗体陽性若年性皮
膚筋炎の一例

10月 6 日（日）　10：20～10：50
ベーチェットとIBD

座長　山口　賢一（聖路加国際病院 Immuno-Rheumatology Center）
　　　河島　尚志（東京医科大学　小児科・思春期科学）　　　　　

演題番号 演者 所属 演題

O－33 阿
あ

久
く

津
つ

裕
ゆう

子
こ 東京医科歯科大学　小児

科
当院における小児期発症ベーチェット病の検討－遺伝学
的考察も含めて－

O－34 浜
はま

田
だ

　和
かず

弥
や 琉球大学大学院医学研究

科　育成医学（小児科）
小児期発症のベーチェット病 5 例の検討

O－35 石
いし

毛
げ

　　崇
たかし 群馬大学　大学院　医学

系研究科　小児科学
もやもや病を合併した家族性地中海熱関連腸炎を疑う潰
瘍性大腸炎の一例
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10月 6 日（日）　11：00～11：50
自己炎症

座長　八角　高裕（京都大学大学院医学研究科　発達小児科学）
　　　松林　　正（聖隷浜松病院）　　　　　　　　　　　　　

演題番号 演者 所属 演題

O－36 西
にし

田
だ

　　豊
ゆたか 群馬大学大学院　医学系

研究科　小児科
カナキヌマブ導入で良好な経過が得られている高 IgD 症
候群の 3 兄弟

O－37 宮
みや

本
もと

　尚
たか

幸
ゆき 京都大学　大学院　医学

研究科　小児科
MEFV V726A/I692del 複合ヘテロ接合性変異を認め、自
己免疫性肝炎を併発した家族性地中海熱の一例

O－38 金
かね

子
こ

　詩
うた

子
こ 新潟大学大学院　医歯学総

合研究科　小児科学分野
BCG 接種を契機に発症し、乳児期に 3 主徴を認めた
Blau 症候群の孤発例

O－39 門
かど

脇
わき

　紗
さ

織
おり 岐阜大学　大学院医学系

研究科　小児病態学
TNFAIP 3 遺伝子に非同義遺伝子置換を認めた非典型的
PFAPA 症候群の 1 例

O－40 山
やま

崎
ざき

　崇
たか

志
し 東京医科大学　小児科・

思春期科学分野
PFAPA 症候群の治療反応性の特徴について 40 症例の検
討
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10月 5 日（土）　16：10～17：10
JIA①合併症

10月 5 日（土）　17：10～18：00
JIA②治療

座長　安村　純子（広島大学病院　小児科）

座長　井上祐三朗（千葉県こども病院　アレルギー・膠原病科）

ポスター　10月 5 日（土）　ポスター会場

演題番号 演者 所属 演題

P－1 山
やま

崎
ざき

　　晋
すすむ 東京医科歯科大学　医学

部　生涯免疫難病学講座
若年性特発性関節炎関連ぶどう膜炎に対してゴリムマブ
治療を要した 2 例

P－2 宮
みや

岡
おか

　双
ふた

葉
ば 東京医科歯科大学　小児

科

環軸椎回旋位固定をきたした頸椎関節炎に対して、トシ
リズマブとタクロリムスが奏功した全身型若年性特発性
関節炎の一例

P－3 赤
あか

峰
みね

　敬
けい

治
じ 東京都立小児総合医療セ

ンター　腎臓内科
環軸椎回旋位固定の治療中に診断された若年性特発性関
節炎の 2 例

P－4 八
や

代
しろ

　将
まさ

登
と

岡山大学病院　小児科
難治性真菌感染症、慢性心不全、慢性腎不全を有する児
に発症した関節型若年性特発性関節炎に対する治療アプ
ローチ

P－5 福
ふく

田
だ

　淳
あつ

奈
な 神奈川県立こども医療セ

ンター　感染免疫科
22q11.2 欠失症候群に合併した若年性特発性関節炎の 1
例

P－6 大
おお

園
ぞの

恵
え

梨
り

子
こ

長崎大学病院 小児科
単関節炎で画像上溶骨性変化を認め化膿性骨髄炎との鑑
別を要した少関節型若年性特発性関節炎（oJIA）の 5 歳
男児例

演題番号 演者 所属 演題

P－7 田
た

中
なか

　　藍
あい 近畿大学　医学部　小児

科
トシリズマブを導入した難治性 RF 陽性型多関節型 JIA
の 1 例

P－8 佐
さ

藤
とう

幸
こう

一
いち

郎
ろう

独立行政法人　国立病院
機構　高崎総合医療セン
ター　小児科

アバタセプトが有効であった多関節型若年性特発性関節
炎の 2 症例

P－9 三
みつ

井
い

　清
きよ

誉
まろ

杏林大学　小児科
リポ化ステロイド・シクロスポリン・血漿交換療法中に
マクロファージ活性化症候群の増悪を来した全身型若年
性特発性関節炎の一例

P－10 　林
はやし

　　祐
ゆう

子
こ

　 岩手県立二戸病院　小児
科

インフリキシマブが有効であった若年性乾癬性関節炎の
2 例

P－11 川
かわ

口
ぐち

　忠
ただ

恭
やす 日本大学　医学部　小児

科学系　小児科学分野
メトトレキサートの副作用が疑われた小児リウマチ性疾
患の 3 例
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10月 5 日（土）　16：10～17：00
自己炎症とIBD

座長　山崎　崇志（東京医科大学　小児科・思春期科学分野）

10月 5 日（土）　17：10～17：50
血管炎

座長　宮前多佳子（東京女子医科大学病院膠原病リウマチ痛風センター　小児リウマチ科）

演題番号 演者 所属 演題

P－17 伊
い

良
ら

部
ぶ

　仁
ひとし 金沢大学　医薬保健研究

域　医学系　小児科
病勢評価に 18F-FDG PET/CT が有用であった高安動脈炎
の 1 例

P－18 齊
さい

藤
とう

　志
し

穂
ほ 高知大学　医学部　小児

思春期医学
IgA 血管炎による急性陰嚢症を呈した 6 歳男児例

P－19 杉
すぎ

田
た

　侑
ゆう

子
こ

大阪医科大学　小児科
潰瘍性大腸炎の治療中に高安動脈炎を発症した 11 歳女児
の 1 例

P－20 河
かわ

合
い

　　慧
あきら 茨城県立こども病院　小

児総合診療科

腎血管性高血圧を伴い、治療中に可逆性後頭葉白質脳症
を発症した高安動脈炎に対し、トシリズマブを併用しな
がらステロイドを減量した 9 歳女児例

演題番号 演者 所属 演題

P－12 西
さい

條
じょう

　智
とも

子
こ 杏林大学医学部付属病院　

小児科　
PFAPA 症候群と頻回再発型ネフローゼ症候群を合併した
後に IgA 血管炎を発症した一例

P－13 辻
つじ

　真
しん

之
の

介
すけ

地方独立行政法人　大阪
府立病院機構　大阪急性
期・総合医療センター小
児科

慢性再発性多発性骨髄炎にクローン病を合併した 1 例

P－14 脇
わき

口
ぐち

　宏
ひろ

之
ゆき

山口大学大学院　医学系
研究科　医学専攻　小児
科学講座

Muckle-Wells 症候群の感音性難聴に対する早期カナキヌ
マブ療法の有効性

P－15 金
かね

子
こ

　修
しゅう

也
や 金沢大学　医薬保健研究

域　医学系　小児科
内閉鎖筋炎を合併した慢性再発性多発性骨髄炎の一例

P－16 久
く

米
め

　里
り

佳
か 京都第二赤十字病院  小

児科
潰瘍性大腸炎経過中に NUDT15 遺伝子多型が関連したアザ
チオプリンによる重度の骨髄抑制をきたした 13 歳男児例
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10月 5 日（土）　16：10～17：10
移行期・若手優秀演題(研究部門)

座長　森　　雅亮（東京医科歯科大学　生涯免疫難病学講座）

演題番号 演者 所属 演題

P－21 金
きん

城
じょう

　紀
のり

子
こ 琉球大学　医学部　小児

科
移行期以降の小児リウマチ性疾患患者の長期予後について

P－22 毛
もう

利
り

万
ま

里
り

子
こ 東京医科歯科大学　生涯

免疫難病学講座
東京医科歯科大学における小児期発症リウマチ性疾患患
者の診療科移行の実際

P－23 楢
なら

崎
ざき

　秀
ひで

彦
ひこ 日本小児リウマチ学会疾

患登録制度委員会
小児リウマチ性疾患登録（レジストリ）研究 PRICURE 
ver. 2

P－24 佐
さ

藤
とう

　裕
ひろ

範
のり 千葉県こども病院　アレ

ルギー・膠原病科
再燃を繰り返す全身型若年性特発性関節炎患者における
血清 microRNA の解析

P－25 宮
みや

本
もと

　尚
たか

幸
ゆき 京都大学　大学院　医学

研究科　小児科
不明熱診療における末梢血 1 型インターフェロン応答遺
伝子群の発現解析の有用性

P－26 川
かわ

原
はら

　勇
ゆう

太
た 自治医科大学とちぎ子ど

も医療センター　小児科
抗 ds-DNA 抗体陰性全身性エリテマトーデスの網羅的
遺伝子解析



32

10月 6 日（日）　13：10～14：10
SLE①

座長　山出　晶子（千葉県こども病院　アレルギー・膠原病科）

ポスター　10月 6 日（日）　ポスター会場

10月 6 日（日）　14：10～15：10
SLE②

座長　五十嵐　徹（日本医科大学付属病院小児科）

演題番号 演者 所属 演題

P－33 福
ふく

島
しま

啓
けい

太
た

郎
ろう 獨協医科大学　医学部　

小児科学
全身性エリテマトーデス症状に合併した自己免疫性肝
炎

P－34 水
みず

谷
たに

　　亮
あきら 獨協医科大学　埼玉医療

センター　小児科
肺水腫、心不全を伴った腎炎性ネフローゼ症候群で発
症した膜性ループス腎炎の男児例

P－35 小
こ

林
ばやし

　杏
あん

奈
な 山梨大学　医学部　小児

科
腎梗塞を伴った抗リン脂質抗体症候群（APS）合併ルー
プス腎炎の男児例

P－36 竹
たけ

崎
ざき

俊
しゅん

一
いち

郎
ろう 北海道大学大学院　医学

研究院　小児科学
ホスファチジルセリン依存性抗プロトロンビン抗体陽
性の原発性抗リン脂質抗体症候群

P－37 井
いの

上
うえ

なつみ
金沢大学　医薬保健研究
域　医学系　小児科

反復性耳下腺炎を主体とした腺症状にミコフェノール酸
モフェチルが有効であったシェーグレン症候群の一例

P－38 謝
しゃ

花
ばな

　幸
こう

祐
すけ

大阪医科大学　小児科
アバタセプトが著効した小児期シェーグレン症候群合併リ
ウマトイド因子陽性多関節炎若年性特発性関節炎の一例

演題番号 演者 所属 演題

P－27 小
こ

谷
たに

　有
ゆう

紀
き 近畿大学　医学部　小児

科
ベリムマブを追加治療した成人期に達した小児期発症
SLE の 2 例

P－28 篠
しの

木
き

　敏
とし

彦
ひこ 国立病院機構　三重病院　

小児科
小児期発症全身性エリテマトーデスに対するベリムマ
ブの使用経験

P－29 平
ひら

松
まつ

　泰
やす

好
よし

北見赤十字病院　小児科
エトスクシミドによる薬剤誘発性ループスが疑われた
一例

P－30 高
たか

桑
くわ

麻
ま

衣
い

子
こ 金沢大学　医薬保健研究

域　医学系　小児科
反復性下垂体炎に対しトシリズマブが奏効した乳児期
発症全身性エリテマトーデスの 1 例

P－31 伊
い

藤
とう

　琢
たく

磨
ま 産業医科大学　医学部　

小児科
紫斑病症状で発症した全身性エリテマトーデスの女児
例

P－32 高
たか

木
ぎ

　陽
よう

子
こ 群馬大学大学院医学系研

究科　小児科学分野
血栓性微小血管症を契機に診断された全身エリテマトー
デスの 1 例
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10月 6 日（日）　13：10～13：40
皮フ筋炎、MCTD

座長　楢崎　秀彦（日本医科大学小児科）

10月 6 日（日）　14：10～15：10
その他

座長　木澤　敏毅（JCHO札幌北辰病院　小児科）

演題番号 演者 所属 演題

P－42 伊
い

藤
とう

　尚
なお

弘
ひろ 福井大学医学部　病態制

御学医学講座　小児科学
低身長に歩行障害と把握障害を伴い若年性全身性強皮
症と診断した女児例

P－43 木
き

澤
ざわ

　敏
とし

毅
たか JCHO 札幌北辰病院小児

科
Microgeodic disease の 2 男児例

P－44 近
こん

藤
どう

　絢
あや

香
か 杏林大学　医学部　小児

科
MMP- 3 異常高値を呈した川崎病後関節炎の 1 例

P－45 新
にっ

田
た

　祥
さち

代
よ 福井大学　医学部　病態

制御医学講座　小児科学
アンブリセンタンが発症契機と思わる間質性肺炎の 3
歳女児

P－46 真
しん

保
ぼ

　麻
あさ

実
み 東京医科歯科大学　小児

科
慢性の多関節痛を呈し若年性特発性関節炎と鑑別を要
したムコリピドーシス III 型の 14 歳男児例

P－47 安
やす

岡
おか

　竜
りゅう

平
へい

浜松医科大学　小児科
多発骨髄炎が疑われた、自閉症スペクトラム症児の偏食
による壊血病

演題番号 演者 所属 演題

P－39 西
にし

村
むら

　明
あき

紘
ひろ 兵庫県立こども病院　リ

ウマチ 科
抗 MDA 5 抗体が高値であったが良好な臨床経過を得
られた間質性肺炎を合併した若年性皮膚筋炎の一例

P－40 北
きた

本
もと

　晃
こう

一
いち 鳥取大学　医学部　周産

期・小児医学分野
メチルプレドニンパルス後に間質性肺炎が増悪した抗
MDA 5 抗体陽性の若年性皮膚筋炎の一例

P－41 山
やま

西
にし

　愼
しん

吾
ご

日本医科大学　小児科
MCTD 発症から長期経過中に多彩な自己抗体を認め
オーバーラップ症候群（SSc、SLE）に移行した 1 例
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10月 6 日（日）　13：10～14：10　ポスター会場
若手優秀演題（症例部門）

座長　冨板美奈子（独立行政法人国立病院機構 下志津病院　小児科）

演題番号 演者 所属 演題

P－48 丸
まる

山
やま

　悠
ゆう

太
た 信州大学　医学部　小児

医学教室

病勢のコントロールに血中 EB ウイルスモニタリング及
びリツキシマブが有効であった全身型若年性特発性関
節炎の一例

P－49 田
た

中
なか

　理
り

貴
き 東京女子医科大学　小児

科学講座
マクロファージ活性化症候群を発症した若年性皮膚筋
炎の一女児例

P－50 水
みず

落
おち

　　清
きよし 東京女子医科大学　小児

科学講座

早期より間質性肺炎を合併したがシクロホスファミド
療法を必要としなかった抗 MDA- 5 抗体陰性若年性皮
膚筋炎の 1 女児例

P－51 井
いの

上
うえ

なつみ
金沢大学　医薬保健研究
域　医学系　小児科

トシリズマブが有効であった TNF 阻害薬抵抗性難治性
皮膚型結節性多発動脈炎の 1 例

P－52 茂
しげ

原
はら

　研
けん

司
じ

岡山大学病院　小児科 エトスクシミドにより誘発された膠原病類似疾患の検討

P－53 楠
くす

田
だ

　政
まさ

輝
き

鹿児島大学　小児科 Raynaud 現象を繰り返す乳児期発症限局性強皮症の一例


